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第１章 経営戦略改定の趣旨 
 
 

１．これまでの経緯と経営戦略改定の趣旨 

 

当市の公共下水道事業は、主に住環境の改善と河川などの水質向上を目的に、1964 年度に事

業着手し、60 年以上が経過しました。地方財政法上の「公営企業」として、住民生活に資する重要な

インフラである下水道施設の整備・維持を行うとともに、継続的な下水道サービスを提供してきまし

た。 

この間に、人口減少や大規模災害の発生、下水道施設の老朽化など、下水道事業を取り巻く経営

環境は年々厳しさを増してきました。公営企業として下水道事業を持続させていくためには、中長

期的かつ計画的な施策の展開、徹底した効率化、経営健全化を行うことが必要です。 

そのため、２０１２年３月策定の「町田市下水道ビジョン」において基本理念及び基本方針を定め、

実行計画である「町田市下水道アクションプラン」により事業を進めてきました。 

２０２１年３月策定の「未来につなぐ下水道事業プラン（町田市下水道事業経営戦略）」（以下、「経

営戦略」という。）は、アクションプランに代わる中長期的な経営の基本計画であり、これに基づき

「持続的かつ安定的な下水道経営」の実現を目指し取り組んできました。 

また、２０２０年度からは、地方公営企業法の「財務規定等」を適用し、各事業年度の経営成績や財

政状態を迅速・容易に把握し、より的確な経営分析が可能となる「公営企業会計」に移行しました。 

 

「経営戦略」の策定から約５年が経過し、これまでの経営分析結果や事業進捗状況の振り返りを行

うとともに、下水道事業を取り巻く昨今の社会情勢や各種の将来推計などを踏まえた課題の洗い出

しにより、喫緊あるいは中長期的に解決していくべき多様な課題が明確になってきています。 

これらの課題の解決に向けては、「経営戦略」において策定した中長期的な事業計画について、現

在までの結果や状況を踏まえて、内容や実施時期などの見直しを行う必要があります。 

事業計画の質や精度を高め、実効性の高い経営基盤の強化と財政マネジメントを推進し、「持続的

かつ安定的な下水道経営」を実現するため、今回の“改定（ローリング）“を行い、「未来につなぐ下水

道事業プラン（町田市下水道事業経営戦略・改定版）」【※仮称】を策定します。 

 

なお、総務省通知（「経営戦略の改定推進について」令和４年１月２５日付）において、＜公営企業

の経営戦略については２０２５年度までに“質を向上”させた上で改定するべき＞との見解が示され

ており、経営戦略の改定は全国の公営企業に対し要請されているものといえます。 
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２．経営戦略（改定版）の位置付け及び概要 

 

 （１）  経営戦略（改定版）の位置付け 

町田市政の全体計画及び部門別上位計画から見た本計画の位置付けは、下図のとおりです。 

 

 
 

 

  

下水道事業（部門別上位計画）

実行計画

経営基盤の強化と財政マネジメントの向上

下水道ビジョンに基づく

“中長期的な経営の基本計画”

202６年度から203５年度までの10年間

町田市政全体計画（上位計画）

パ

ブ

リ

ッ

ク

コ

メ

ン

ト

※実行計画・・・「町田市5ヵ年計画22-26」（２０２６年度まで。以後、2040年度まで定期的に改定）

連携・相互補完

 策定目的： 長期的な視野に立ち、今後の下水道事業の
あり方に関する基本的な方針や施策の方向性
を示し、市民・事業者の下水道事業への理解を
深め、協力を得ながら着実に下水道の役割を
果たすこと

位置付け ： 下水道サービスを持続・安定的に提供して
いく上での基本方針等を示した計画

計画期間 ： 2012年度を初年度として、
概ね30年先を見据えた計画

計画期間 ：

策定目的 ：

位置付け ：

市民、
事業者の
意見・質疑
（随時集約）

町田市下水道ビジョン

（計画期間：2012～2041）

未来につなぐ下水道事業プラン

（町田市下水道事業

経営戦略・改定版）

（計画期間：202６～203５）

下水道事業審議会の審議内容（委員の

意見・質疑等を含む）及び資料を公表

図1‐1　未来につなぐ下水道事業プラン（町田市下水道事業経営戦略・改定版）の位置付け 　
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 （２） 経営戦略（改定版）の概要 

基本的な構成や内容は、改定前の経営戦略（以下、「前計画」という。）から大きな変更はな

く、新たな項目として、第８章に「経費回収率の向上に向けたロードマップ」を組み込みます。 

社会状況の変化を踏まえた推計を行うとともに、前計画期間における事業進捗状況及び財

務状況等を反映させるため、振り返りの結果を反映して“今後解決していくべき課題”を再整

理し、「効率化・経営健全化の取組み」「今後１０ヵ年の事業計画」「財源計画」を検討し、それら

を結合して「投資・財政計画」を策定します。 

 

 

 

「経営基盤の強化」と「財政マネジメントの向上」

・経営戦略改定の趣旨

・下水道事業の現状と課題（前計画期間の振り返りを含む）

・下水道事業を取巻く将来推計

第１・２・３章

経営の基本方針

第４章

・収入と費用の差額（資金過不足額）見込みと分析

・収支均衡を保つための手法と分析

・計画対象期間10ヵ年の具体的な「投資・財政計画」

投資・財政計画
第9章

収 支 均 衡

財源計画

・人材育成と組織の活性化

・新たな知見や新技術の導入、活用等

・ウォーターPPP等、官民連携手法の検討

効率化・経営健全化の取組み

第５章

反映
・下水道使用料収入の見込みと

料金水準の適正化検討

・内部留保資金の予測と見直し

・収益向上のための取組み

・企業債等の見込み

第７章

・計画的な新規整備・改築更新

・脱炭素化、再資源化の取組み

・浸水、地震等の災害対策強化

・予防保全型維持管理の強化

・優先順位を勘案した事業費

の適正化、平準化

今後10ヵ年の事業計画

第６章

・各年度のモニタリングと重要業績評価指標を用いた

分析と評価

・ＰＤＣＡサイクル手法を用いた進捗状況の管理

（乖離状況の把握・分析）

・実状を勘案した計画の見直し（ローリング）

経営戦略（改定版）の進捗管理

第10章

経費回収率の向上に向けたロードマップ

第８章

・「今後10ヵ年の事業計画」と「財源計画」を踏まえた

計画期間中における経費回収率の推移予測

・経費回収率１００％に達する時期の明示

図1-2　経営戦略（改定版）の構成概要図（イメージ）

改定版から追加 
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（3） 経営戦略（改定版）の計画期間 

計画期間は、中長期的な視点で「経営基盤の強化」と「財政マネジメントの向上」に取り組むこと

を趣旨とする計画であるため、“2026（令和８）年度から２０３５（令和１７）年度までの１０年間”と

します。 

前計画をもとにした改定版であり、前計画を引き継ぐ計画として策定します。 

なお、総務省の「経営戦略策定・改定ガイドライン」や「経営戦略の策定に関する Q＆A」では、経

営戦略を改定する場合、改定後の計画期間は１０年間が望ましいとされています。 

 

 

 

 

 

2012 ～ 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

町田市下水道ビジョン
（２０１２年３月策定）

　

計画名

【改定版】（２０２６年３月策定）
計画期間：２０２６年度～２０３５年度

         年度　　　

計画期間：２０１２年度～２０４１年度（概ね３０年先を見据えた計画）
※改定時期は今後検討

【前計画】（２０２１年３月策定）
計画期間：2021年度～２０３０年度

未来につなぐ下水道事業プラン
（町田市下水道事業経営戦略）

策定

計画に基づく事業・取組みの実施、モニタリング

改定

策定

分析・評価

見直し

改定版に引き継ぐ

分析・評価

見直し

※３～5年で改定（ローリング)

改定

表１-1　経営戦略（改定版）の計画期間


